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要旨

グラフの作成にはMATLABを使用し、以下の手順で研究した。
①小麦、コメの１トン当たりの収入を調べる。
②小麦、コメの作付面積別の生産コストを調べる。
③小麦、コメの作付面積別の利益を求める。
④小麦、コメの作付け面積別のコストと利益で、折れ線グラフを作成し、そこからスムーズスプラインを作成する。
⑤小麦、コメの利益のスムーズスプラインを費用のスムーズスプラインで割り、１コストあたりの利益の割合のグラフを作成する。
⑥これらのグラフを微分し、コストや利益の変化率を求める。
⑦小麦、コメがどの時点で生産コストが低くなるかを求め、小麦とコメのコスト変化の傾向の違いや、同一部分を分析する。

研究背景
近年、主食であるコメや、パンや麺の原材料である小麦粉
が値上がりしている。このままでは、家庭の必要支出が増
加し、買い控えなどが起こることで経済が停滞しかねない。
それを防ぐためには、生産コストを減らす必要がある。しか
し、生産コストを減らすためには、規模を大きくして一商品当
たりの費用を減らす必要があるが、逆に規模を大きくしすぎ
てしまうと一商品当たりにかかるコストが増えてしまう。

そこで、面積当たりの平均費用を最も小さくするためには、
小麦やコメの作付面積をどれほどの広さにすればいいのか
を求め、小麦とコメの生産コストを比較し、どのような違いが
あるのか研究する。この研究によって、小麦とコメの生産コ
ストの変化の違い、最小化できる作付面積を比較して考察
する。これらから、どれほどの規模で農業をすれば、コストが
少なくて済むのかという知見を得ることを目的とする。

研究目的

研究手法

考察 結論・展望

5〜10haを超える規模では、効率化効果が弱まり、10〜12haよ

り大きい規模ではコスト削減効果が飽和し、利益率も安定または
やや低下した。この結果は、生産コストが最も低くなるのは、中規
模経営であるということを示しており、 無制限な規模拡大より
も、効率性が最大化する面積を維持する経営戦略が有効である
ことを示していると考えた。 また、小麦とコメの比較では、コメは
より大規模でなければ生産コストが最小にならないのに対し、小
麦はより小さい規模で、生産コストが最小になるということが分
かった。

本研究では、小麦とコメの作付面積別データをもとに、ス
ムーズスプライン分析を用いて生産コスト最小化について調
べた。その結果、小規模から中規模への拡大で顕著なコスト
削減効果が見られること、利益率は約10〜12ha付近で最大

化すること、規模拡大の効果は無限に続かず一定規模で飽
和することがわかった。今後は、小麦、コメ以外の作物でも試
してみたり、肥料や労働力などの生産要素を変化させること
で、どのように生産コストが変化していくのかを研究したい。
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結果
グラフ1 小麦の1コストあたりの利益の割合の微分式 グラフ２ コメの1コストあたりの利益の割合の微分式

小麦、コメのいずれも、作付面積が拡大するにつれて生産費は減少傾向を示した。小麦では、1.5haで生産コストが最小化、6.7ha、
13.3haで生産コストが2番目に低いという結果だったのに対し、コメでは、減少割合は落ちるが、大規模にすればするほど生産コスト
が低くなり、18.8haで二番目に低いという結果になった。またどちらも、初期段階では生産コストが高く、規模が大きくなるにつれ生産
コストが低くなり、安定した割合になっている。

近年、主食であるコメや、パン・麺の原材料である小麦も値上がりしている。この問題に対して、小麦やコメの生産コストを少なくす
れば値段も安くなるのではないかと考えた。そこで、生産量をどこまで増やせば生産コストが最小になるかについて研究し、小麦とコ
メを比較して、考察した。結果は、中規模経営が最も生産コストが低くなり、無制限な規模拡大よりも、効率性が最大化する面積を
維持する経営戦略が有効であると考えた。また、小麦とコメの比較では、コメはより大規模でなければ生産コストが最小にならない
のに対し、小麦はより小さい規模で、生産コストが最小になるということが分かった。
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